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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記単量体（ａ１）に基づく単位を６０～９５質量％および下記単量体（ａ２）に基づ
く単位を５～４０質量％有する共重合体（Ａ）と、
　下記単量体（ｂ１）に基づく単位を５０～９５質量％および下記単量体（ｂ２）に基づ
く単位を５～５０質量％有する共重合体（Ｂ）と、
　媒体（Ｃ）とを含み、
　前記共重合体（Ａ）および前記共重合体（Ｂ）の合計（１００質量％）のうち、前記共
重合体（Ａ）の割合が、７０～９０質量％であり、前記共重合体（Ｂ）の割合が、１０～
３０質量％である、撥水撥油剤組成物。
　単量体（ａ１）：下式（１）で表される化合物。
　（Ｚ－Ｙ）ｎＸ　・・・（１）。
　ただし、Ｚは、炭素数が１～６のポリフルオロアルキル基、または下式（２）で表され
る基であり、Ｙは、フッ素原子を有しない２価有機基または単結合であり、ｎは、１また
は２であり、Ｘは、ｎが１の場合は、下式（３－１）～（３－５）で表される基のいずれ
かであり、ｎが２の場合は、下式（４－１）～（４－４）で表される基のいずれかである
。
　ＣｉＦ２ｉ＋１Ｏ（ＣＦＸ１ＣＦ２Ｏ）ｊＣＦＸ２－　・・・（２）。
　ただし、ｉは、１～６の整数であり、ｊは、０～１０の整数であり、Ｘ１およびＸ２は
、それぞれフッ素原子またはトリフルオロメチル基である。
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　－ＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－１）、
　－Ｃ（Ｏ）ＯＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－２）、
　－ＯＣ（Ｏ）ＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－３）、
　－ＯＣＨ２－φ－ＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－４）、
　－ＯＣＨ＝ＣＨ２　・・・（３－５）。
　ただし、Ｒ２は、水素原子、メチル基またはハロゲン原子であり、φはフェニレン基で
ある。
　－ＣＨ［－（ＣＨ２）ｍＣＲ３＝ＣＨ２］－　・・・（４－１）、
　－ＣＨ［－（ＣＨ２）ｍＣ（Ｏ）ＯＣＲ３＝ＣＨ２］－　・・・（４－２）、
　－ＣＨ［－（ＣＨ２）ｍＯＣ（Ｏ）ＣＲ３＝ＣＨ２］－　・・・（４－３）、
　－ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）Ｏ－　・・・（４－４）。
　ただし、Ｒ３は、水素原子、メチル基またはハロゲン原子であり、ｍは０～４の整数で
ある。
　単量体（ａ２）：塩化ビニリデン。
　単量体（ｂ１）：ハロゲン化オレフィン。
　単量体（ｂ２）：ポリフルオロアルキル基を有さず、架橋しうる官能基を有する単量体
。
【請求項２】
　前記Ｚが炭素数４～６のペルフルオロアルキル基である、請求項１に記載の撥水撥油剤
組成物。
【請求項３】
　前記Ｙが炭素数２～４のアルキレン基であり、前記ｎが１であり、かつ前記Ｘが式（３
－３）で表される基である、請求項１または２に記載の撥水撥油剤組成物。
【請求項４】
　前記共重合体（Ａ）が、さらに下記単量体（ａ３）に基づく単位を有する、請求項１～
３のいずれか一項に記載の撥水撥油剤組成物。
　単量体（ａ３）：ポリフルオロアルキル基を有さず、架橋しうる官能基を有する単量体
。
【請求項５】
　前記単量体（ａ３）における架橋しうる官能基が、水酸基、ブロックドイソシアネート
基、アミノ基、Ｎ－ヒドロキシメチルアミド基、エポキシ基またはカルボキシ基である、
請求項４に記載の撥水撥油剤組成物。
【請求項６】
　前記共重合体（Ａ）が、前記単量体（ａ１）に基づく単位を６５～８９．９質量％、前
記単量体（ａ２）に基づく単位を１０～３４．９質量％および前記単量体（ａ３）に基づ
く単位を０．１～２５質量％有する、請求項４または５に記載の撥水撥油剤組成物。
【請求項７】
　前記単量体（ｂ１）が、塩化ビニルである、請求項１～６のいずれか一項に記載の撥水
撥油剤組成物。
【請求項８】
　前記共重合体（Ｂ）が、さらに前記単量体（ｂ１）および前記単量体（ｂ２）以外の単
量体である単量体（ｂ３）に基づく単位を有する、請求項１～７のいずれか一項に記載の
撥水撥油剤組成物。
【請求項９】
　前記単量体（ｂ３）が、前記単量体（ａ１）または炭素数１～２２のアルキル基を有す
る単量体である、請求項８に記載の撥水撥油剤組成物。
【請求項１０】
　前記単量体（ｂ３）に基づく単位の割合が、共重合体（Ｂ）中の全ての単量体に基づく
単位（１００質量％）のうち、２～４０質量％である、請求項８または９に記載の撥水撥
油剤組成物。
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【請求項１１】
　多孔質基材を有する物品であって、前記多孔質基材は、少なくともその一面に請求項１
～１０のいずれか一項に記載の撥水撥油剤組成物によって処理された撥水撥油処理面を有
し、一方の面に透湿防水膜を有する、物品。
【請求項１２】
　前記多孔質基材が布帛である、請求項１１に記載の物品。
【請求項１３】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の撥水撥油剤組成物によって多孔質基材の少なく
とも一面を処理して撥水撥油処理面を形成し、次いで、前記多孔質基材の一方の面に、透
湿防水膜の材料を含むコーティング液を塗布して透湿防水膜を形成する、撥水撥油処理面
と透湿防水膜とを有する多孔質基材の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撥水撥油剤組成物および該撥水撥油剤組成物によって表面が処理された物品
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　布帛などの基材の表面に撥水撥油性を付与する方法としては、炭素数が８以上のポリフ
ルオロアルキル基（以下、ポリフルオロアルキル基をＲｆ基と記す。）を有する単量体に
基づく単位を有する共重合体を水性媒体に分散させたエマルションからなる撥水撥油剤組
成物を用いて基材を処理する方法が知られている。
　しかし、最近、ＥＰＡ（米国環境保護庁）によって、炭素数が７以上のペルフルオロア
ルキル基（以下、ペルフルオロアルキル基をＲＦ基と記す。）を有する化合物は、環境、
生体中で分解し、分解生成物が蓄積するおそれがある点、すなわち環境負荷が高い点が指
摘されている。そのため、炭素数が６以下のＲＦ基を有する単量体に基づく単位を有し、
炭素数が７以上のＲＦ基を有する単量体に基づく単位を有しない共重合体を用いた撥水撥
油剤組成物が要求されている。
【０００３】
　このような共重合体を含む撥水撥油剤組成物としては、たとえば、下記（１）、（２）
の撥水撥油剤組成物が提案されている。
　（１）下記単量体（ａ）に基づく単位、下記単量体（ｂ）に基づく単位および下記単量
体（ｃ）に基づく単位を有する共重合体と、媒体とを含み、単量体（ｂ）に基づく単位と
単量体（ｃ）に基づく単位とのモル比（（ｂ）／（ｃ））が、１以上である撥水撥油剤組
成物（特許文献１）。
　単量体（ａ）：炭素数が６以下のＲＦ基を有する単量体。
　単量体（ｂ）：塩化ビニル。
　単量体（ｃ）：Ｒｆ基を有さず、架橋しうる官能基を有するビニルエーテル。
【０００４】
　（２）下記単量体（α）に基づく単位、下記単量体（β）に基づく単位および必要に応
じて下記単量体（γ）に基づく単位を有し、質量平均分子量が４００００以上である共重
合体と、媒体とを含む撥水撥油剤組成物（特許文献２）。
　単量体（α）：炭素数が６以下のＲＦ基を有する単量体。
　単量体（β）：塩化ビニリデン。
　単量体（γ）：Ｒｆ基を有さず、架橋しうる官能基を有する単量体。
【０００５】
　（１）、（２）の撥水撥油剤組成物によって表面が処理された布帛などからなる繊維製
品は、洗濯後に強制的に加熱せずに乾燥した後の撥水性（以下、洗濯耐久性と記す。）が
良好であるとされている。
【０００６】
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　ところで、撥水撥油剤組成物によって表面が処理された物品（スポーツウェア等の繊維
製品）においては、身体からの発汗による水蒸気を放出する機能と雨の侵入を防ぐ機能を
付与するため、裏面に透湿防水膜が設けられることがある（特許文献３）。該透湿防水膜
を有する布帛の製造方法としては、ラミネート法やコーティング法がよく知られている。
　ラミネート法は、多孔質ポリフルオロエチレン膜や微孔質ポリウレタン樹脂膜を撥水撥
油剤組成物によって処理された布帛の裏面側に接着性成分等を介して貼合する方法である
。コーティング法は、ポリウレタン樹脂やアクリル樹脂等を含むコーティング液を撥水撥
油剤組成物によって処理された布帛の裏面側に塗布する方法である。該布帛では、貼合ま
たは塗布した樹脂膜が容易に剥がれないことが要求される。
　さらに、コーティング液に含まれる媒体としては、塗布後乾燥によって樹脂膜を形成す
る乾式コーティングの場合、メチルエチルケトン、酢酸エチル、トルエン、イソプロピル
アルコール等の揮発性の高い溶媒が用いられる。一方、水中で凝固せしめることによって
樹脂膜を形成する湿式コーティング法の場合、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド(以下、Ｄ
ＭＦと記す。) 等の極性有機溶媒が用いられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第２０１０／０４７２５８号
【特許文献２】国際公開第２０１０／１２３０４２号
【特許文献３】特開平０７－２２９０７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、（１）の撥水撥油剤組成物によって処理された布帛の裏面に透湿防水膜を形成
するためにコーティング液を塗布すると、布帛の表面側にコーティング液が浸透し、布帛
の表面側にも樹脂膜が形成されるため、物品の意匠性を損ねることがある。
　一方、（２）の撥水撥油剤組成物によって表面が処理された布帛の裏面に透湿防水膜を
形成するためにコーティング液を塗布すると、布帛の表面側へのコーティング液の浸透が
抑えられる。しかし、（２）の撥水撥油剤組成物によって表面が処理された布帛と透湿防
水膜との密着性が不充分であり、透湿防水膜が剥離しやすいという問題がある。
【０００９】
　本発明は、撥水撥油性および洗濯耐久性が良好であり、透湿防水膜を形成するためのコ
ーティング液の浸透が抑えられ、かつ透湿防水膜の剥離が抑えられた物品を得ることがで
き、しかも環境負荷が低い撥水撥油剤組成物および該撥水撥油剤組成物によって布帛など
の多孔質基材の表面が処理された物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の撥水撥油剤組成物は、下記単量体（ａ１）に基づく単位を６０～９５質量％お
よび下記単量体（ａ２）に基づく単位を５～４０質量％有する共重合体（Ａ）と、下記単
量体（ｂ１）に基づく単位を５０～９５質量％および下記単量体（ｂ２）に基づく単位を
５～５０質量％有する共重合体（Ｂ）と、媒体（Ｃ）とを含み、
　前記共重合体（Ａ）および前記共重合体（Ｂ）の合計（１００質量％）のうち、前記共
重合体（Ａ）の割合が、７０～９０質量％であり、前記共重合体（Ｂ）の割合が、１０～
３０質量％であることを特徴とする。
　単量体（ａ１）：下式（１）で表される化合物。
　（Ｚ－Ｙ）ｎＸ　・・・（１）。
　ただし、Ｚは、炭素数が１～６のポリフルオロアルキル基、または下式（２）で表され
る基であり、Ｙは、フッ素原子を有しない２価有機基または単結合であり、ｎは、１また
は２であり、Ｘは、ｎが１の場合は、下式（３－１）～（３－５）で表される基のいずれ
かであり、ｎが２の場合は、下式（４－１）～（４－４）で表される基のいずれかである
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。
　ＣｉＦ２ｉ＋１Ｏ（ＣＦＸ１ＣＦ２Ｏ）ｊＣＦＸ２－　・・・（２）。
　ただし、ｉは、１～６の整数であり、ｊは、０～１０の整数であり、Ｘ１およびＸ２は
、それぞれフッ素原子またはトリフルオロメチル基である。
　－ＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－１）、
　－Ｃ（Ｏ）ＯＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－２）、
　－ＯＣ（Ｏ）ＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－３）、
　－ＯＣＨ２－φ－ＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－４）、
　－ＯＣＨ＝ＣＨ２　・・・（３－５）。
　ただし、Ｒ２は、水素原子、メチル基またはハロゲン原子であり、φはフェニレン基で
ある。
　－ＣＨ［－（ＣＨ２）ｍＣＲ３＝ＣＨ２］－　・・・（４－１）、
　－ＣＨ［－（ＣＨ２）ｍＣ（Ｏ）ＯＣＲ３＝ＣＨ２］－　・・・（４－２）、
　－ＣＨ［－（ＣＨ２）ｍＯＣ（Ｏ）ＣＲ３＝ＣＨ２］－　・・・（４－３）、
　－ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）Ｏ－　・・・（４－４）。
　ただし、Ｒ３は、水素原子、メチル基またはハロゲン原子であり、ｍは０～４の整数で
ある。
　単量体（ａ２）：塩化ビニリデン。
　単量体（ｂ１）：ハロゲン化オレフィン。
　単量体（ｂ２）：ポリフルオロアルキル基を有さず、架橋しうる官能基を有する単量体
。
【００１１】
　前記Ｚは炭素数４～６のペルフルオロアルキル基であることが好ましい。
　前記Ｙは炭素数２～４のアルキレン基であり、前記ｎは１であり、かつ前記Ｘは式（３
－３）で表される基であることが好ましい。
　また、前記共重合体（Ａ）は、さらに下記単量体（ａ３）に基づく単位を有することが
好ましく、その単量体（ａ３）における架橋しうる官能基は、水酸基、ブロックドイソシ
アネート基、アミノ基、Ｎ－ヒドロキシメチルアミド基、エポキシ基またはカルボキシ基
であることが好ましい。
　単量体（ａ３）：ポリフルオロアルキル基を有さず、架橋しうる官能基を有する単量体
。
　前記共重合体（Ａ）は、前記単量体（ａ１）に基づく単位を６５～８９．９質量％、前
記単量体（ａ２）に基づく単位を１０～３４．９質量％および前記単量体（ａ３）に基づ
く単位を０．１～２５質量％有することが好ましい。
【００１２】
　前記単量体（ｂ１）は、塩化ビニルであることが好ましい。
　前記共重合体（Ｂ）は、さらに前記単量体（ｂ１）および前記単量体（ｂ２）以外の単
量体である単量体（ｂ３）に基づく単位を有することが好ましく、その単量体（ｂ３）は
、前記単量体（ａ１）または炭素数１～２２のアルキル基を有する単量体であることが好
ましい。単量体（ｂ３）に基づく単位の割合は、共重合体（Ｂ）中の全ての単量体に基づ
く単位（１００質量％）のうち、２～４０質量％であることが好ましい。
【００１３】
　本発明は、また、多孔質基材を有する物品であって、前記多孔質基材は、少なくともそ
の一面に前記撥水撥油剤組成物によって処理された撥水撥油処理面を有し、一方の面に透
湿防水膜を有することを特徴とする。前記多孔質基材は布帛であることが好ましい。
　本発明は、さらに、撥水撥油処理面と透湿防水膜とを有する多孔質基材の製造方法であ
り、前記撥水撥油剤組成物によって多孔質基材の少なくとも一面を処理して撥水撥油処理
面を形成し、次いで、前記多孔質基材の一方の面に、透湿防水膜の材料を含むコーティン
グ液を塗布して透湿防水膜を形成することを特徴とする。
【発明の効果】
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【００１４】
　本発明の撥水撥油剤組成物によれば、撥水撥油性および洗濯耐久性が良好であり、透湿
防水膜を形成するためのコーティング液の浸透が抑えられ、かつ透湿防水膜の剥離が抑え
られた、布帛等の多孔質基材を得ることができる。また、本発明の撥水撥油剤組成物は、
環境負荷が低い。
　本発明の上記処理を施された多孔質基材を有する物品は、撥水撥油性および洗濯耐久性
が良好であり、透湿防水膜等を形成するためのコーティング液の浸透が抑えられることで
意匠性に優れ、かつ透湿防水膜が剥離しにくく、しかも環境負荷が低い。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本明細書においては、式（１）で表される化合物を「化合物（１）」と記す。他の式で
表される化合物も同様に記す。
　本明細書においては、式（２）で表される基を「基（２）」と記す。他の式で表される
基も同様に記す。
　本明細書における「（メタ）アクリレート」は、アクリレートまたはメタクリレートを
意味する。
　本明細書における単量体は、重合性不飽和基を有する化合物を意味する。
　本明細書におけるＲｆ基は、アルキル基の水素原子の一部またはすべてがフッ素原子に
置換された基であり、ＲＦ基は、アルキル基の水素原子のすべてがフッ素原子に置換され
た基である。
【００１６】
　本明細書において撥水撥油剤組成物によって撥水撥油処理される基材のうち、多孔質の
基材を「多孔質基材」と記す。多孔質基材の代表例は布帛などのシート状の多孔質基材で
ある。
　本明細書における重合体を構成する、単量体に由来する部分を、「単量体に基づく単位
」または「単量体単位」と記す。単量体名に「単位」を付してその単量体に基づく単位を
表すこともある。
【００１７】
　本発明における共重合体中の単量体単位の割合は、ＮＭＲ分析および元素分析から求め
る。なお、ＮＭＲ分析および元素分析から求められない場合は、共重合体の製造時の単量
体の仕込み量に基づいて算出してもよい。
【００１８】
　共重合体の質量平均分子量（Ｍｗ）および数平均分子量（Ｍｎ）は、ゲルパーミエイシ
ョンクロマトグラフィ（ＧＰＣ）で測定される、ポリスチレン換算の分子量であり、具体
的には、下記の方法で測定する。
【００１９】
　共重合体を、フッ素系溶媒（旭硝子社製、ＡＫ－２２５）／テトラヒドロフラン（ＴＨ
Ｆ）＝６／４（体積比）の混合溶媒に溶解させ、０．５質量％の溶液とし、０．２μｍの
フィルタに通し、分析サンプルとする。該サンプルについて、数平均分子量（Ｍｎ）およ
び質量平均分子量（Ｍｗ）を下記条件にて測定する。
　測定温度：３７℃、
　注入量：５０μＬ、
　流出速度：１ｍＬ／分、
　溶離液：フッ素系溶媒（旭硝子社製、ＡＫ－２２５）／ＴＨＦ＝６／４（体積比）の混
合溶媒。
【００２０】
＜撥水撥油剤組成物＞
　本発明の撥水撥油剤組成物は、特定の共重合体（Ａ）と、特定の共重合体（Ｂ）と、媒
体（Ｃ）とを必須成分として含み、必要に応じて、界面活性剤（Ｄ）、添加剤（Ｅ）を含
む。
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【００２１】
（共重合体（Ａ））
　共重合体（Ａ）は、単量体（ａ１）に基づく単位および単量体（ａ２）に基づく単位を
有する。
　共重合体（Ａ）は、単量体（ａ３）に基づく単位をさらに有することが好ましく、必要
に応じて後述の単量体（ａ４）に基づく単位を有していてもよい。
【００２２】
　単量体（ａ１）：
　単量体（ａ）は、化合物（１）である。
　（Ｚ－Ｙ）ｎＸ　・・・（１）。
【００２３】
　Ｚは、炭素数が１～６のＲｆ基（ただし、該Ｒｆ基はエーテル性の酸素原子を含んでい
てもよい。）、または基（２）である。
　ＣｉＦ２ｉ＋１Ｏ（ＣＦＸ１ＣＦ２Ｏ）ｊＣＦＸ２－　・・・（２）。
　ただし、ｉは、１～６の整数であり、ｊは、０～１０の整数であり、Ｘ１およびＸ２は
、それぞれ独立にフッ素原子またはトリフルオロメチル基である。
　Ｒｆ基としては、ＲＦ基が好ましい。Ｒｆ基は、直鎖状であってもよく、分岐状であっ
てもよく、直鎖状が好ましい。Ｒｆ基としては、炭素数４～６の直鎖状のＲＦ基が特に好
ましい。
　Ｚとしては、下記の基が挙げられる。
　Ｆ（ＣＦ２）４－、Ｆ（ＣＦ２）５－、Ｆ（ＣＦ２）６－、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２

）２－、ＣｋＦ２ｋ＋１Ｏ［ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ］ｈ－ＣＦ（ＣＦ３）－等。
　ただし、ｋは、１～６の整数であり、ｈは０～１０の整数である。
【００２４】
　Ｙは、フッ素原子を有しない２価有機基または単結合である。
　２価有機基としては、アルキレン基が好ましい。アルキレン基は、直鎖状であってもよ
く、分岐状であってもよく、その炭素数は１～６が好ましい。前記２価有機基は、－Ｏ－
、－ＮＨ－、－ＣＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ２－、－ＣＤ１＝ＣＤ２－（ただし、Ｄ１、Ｄ２

は、それぞれ独立に水素原子またはメチル基である。）等を有する有機基であってもよい
。特に好ましいＹは炭素数２～４の直鎖状のアルキレン基である。
【００２５】
　Ｙとしては、下記の基が挙げられる。
　－ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）３－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）－
、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２－、－Ｓ－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｓ－ＣＨ２ＣＨ２

－、－ＣＨ２ＣＨ２－ＳＯ２－ＣＨ２ＣＨ２－、－Ｗ－ＯＣ（Ｏ）ＮＨ－Ｖ－ＮＨＣ（Ｏ
）Ｏ－（ＣｐＨ２ｐ）－等。
　ただし、ｐは、２～３０の整数である。
　Ｖは、分岐のない対照的なアルキレン基、アリーレン基またはアラルキレン基であり、
－Ｃ６Ｈ１２－、－φ－ＣＨ２－φ－、－φ－（ただし、φはフェニレン基である。）が
好ましい。
　Ｗは、下記の基のいずれかである。
　－ＳＯ２Ｎ（Ｒ１）－ＣｄＨ２ｄ－、－ＣＯＮＨＣｄＨ２ｄ－、－ＣｑＨ２ｑ－。
　ただし、Ｒ１は、水素原子または炭素数１～４のアルキル基であり、ｄは、２～８の整
数であり、ｑは、１～２０の整数である。
【００２６】
　ｎは、１または２である。ｎは１であることが好ましい。
　Ｘは、ｎが１の場合は、基（３－１）～基（３－５）のいずれかであり、ｎが２の場合
は、基（４－１）～基（４－４）のいずれかである。
【００２７】
　－ＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－１）、
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　－Ｃ（Ｏ）ＯＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－２）、
　－ＯＣ（Ｏ）ＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－３）、
　－ＯＣＨ２－φ－ＣＲ２＝ＣＨ２　・・・（３－４）、
　－ＯＣＨ＝ＣＨ２　・・・（３－５）。
　ただし、Ｒ２は、水素原子、メチル基またはハロゲン原子であり、φはフェニレン基で
ある。
　ｎが１の場合、Ｘは基（３－３）であることが好ましい。
【００２８】
　－ＣＨ［－（ＣＨ２）ｍＣＲ３＝ＣＨ２］－　・・・（４－１）、
　－ＣＨ［－（ＣＨ２）ｍＣ（Ｏ）ＯＣＲ３＝ＣＨ２］－　・・・（４－２）、
　－ＣＨ［－（ＣＨ２）ｍＯＣ（Ｏ）ＣＲ３＝ＣＨ２］－　・・・（４－３）、
　－ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）Ｏ－　・・・（４－４）。
　ただし、Ｒ３は、水素原子、メチル基またはハロゲン原子であり、ｍは０～４の整数で
ある。
　ｎが２の場合、Ｘは基（４－３）であることが好ましい。
【００２９】
　化合物（１）としては、他の単量体との重合性、共重合体（Ａ）を含む皮膜の柔軟性、
基材に対する共重合体（Ａ）の接着性、媒体（Ｃ）に対する分散性、乳化重合の容易性等
の点から、炭素数が４～６のＲＦ基を有する（メタ）アクリレートが好ましい。
　化合物（１）としては、Ｚが炭素数４～６のＲＦ基であり、Ｙが炭素数１～４のアルキ
レン基であり、ｎが１であり、Ｘが基（３－３）である化合物が好ましい。
【００３０】
　単量体（ａ２）：
　単量体（ａ２）は、塩化ビニリデンである。
　単量体（ａ２）単位を有することによって、基材に対する共重合体（Ａ）の親和性、造
膜性が向上するため、撥水撥油剤組成物に浸漬した後の基材を風乾した場合であっても、
布帛における繊維間のように共重合体（Ａ）による皮膜が形成されにくい部分にも共重合
体（Ａ）が隅々まで浸透し、共重合体（Ａ）による均一で理想的な皮膜を形成できると考
えられる。その結果、物品に充分な洗濯耐久性を付与できると考えられる。
【００３１】
　単量体（ａ３）：
　単量体（ａ３）は、Ｒｆ基を有さず、架橋しうる官能基を有する単量体である。
　単量体（ａ３）単位を有することによって、透湿防水膜の剥離が抑えられる。また、物
品の洗濯耐久性がさらに向上する。
【００３２】
　架橋しうる官能基としては、共有結合、イオン結合または水素結合のうち少なくとも１
つ以上の結合を有する官能基、または、該結合の相互作用によって架橋構造を形成できる
官能基が好ましい。また、分子内に活性な有機基、水素やハロゲン等の元素を有する官能
基であってもよい。
【００３３】
　該官能基としては、水酸基、イソシアネート基、ブロックドイソシアネート基、アルコ
キシシリル基、アミノ基、Ｎ－ヒドロキシメチルアミド基、Ｎ－アルコキシメチルアミド
基、シラノール基、アンモニウム基、アミド基、エポキシ基、オキサゾリン基、カルボキ
シ基、アルケニル基、スルホ基等が好ましく、透湿防水膜を構成するウレタン樹脂のイソ
シアネート基、後述する熱硬化剤のアミノ基やイソシアネート基と直接または他の化合物
（水等）を介して反応しうる、水酸基、ブロックドイソシアネート基、アミノ基、Ｎ－ヒ
ドロキシメチルアミド基、エポキシ基、カルボキシ基が特に好ましい。
【００３４】
　単量体（ａ３）としては、（メタ）アクリレート類、アクリルアミド類、ビニルエーテ
ル類、またはビニルエステル類が好ましい。
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　単量体（ａ３）としては、下記の化合物が挙げられる。
【００３５】
　（メタ）アクリレート類：グリシジル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（
メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブ
チル（メタ）アクリレート、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、ジエチルアミノエチル（メタ）アクリレ
ート、ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、ヒドロキシエチル（メタ）アクリ
レートのポリカプロラクトンエステル（商品名「プラクセル」のＦＡ、ＦＭシリーズ　ダ
イセル化学工業社製）、２－イソシアナトエチル（メタ）アクリレート、３－イソシアナ
トプロピル（メタ）アクリレート、４－イソシアナトブチル（メタ）アクリレート、２－
イソシアナトエチル（メタ）アクリレートの２－ブタノンオキシム付加体、２－イソシア
ナトエチル（メタ）アクリレートのピラゾール付加体、２－イソシアナトエチル（メタ）
アクリレートの３，５－ジメチルピラゾール付加体、２－イソシアナトエチル（メタ）ア
クリレートの３－メチルピラゾール付加体、２－イソシアナトエチル（メタ）アクリレー
トのε－カプロラクタム付加体、３－イソシアナトプロピル（メタ）アクリレートの２－
ブタノンオキシム付加体、３－イソシアナトプロピル（メタ）アクリレートのピラゾール
付加体、３－イソシアナトプロピル（メタ）アクリレートの３，５－ジメチルピラゾール
付加体、３－イソシアナトプロピル（メタ）アクリレートの３－メチルピラゾール付加体
、３－イソシアナトプロピル（メタ）アクリレートのε－カプロラクタム付加体、４－イ
ソシアナトブチル（メタ）アクリレートの２－ブタノンオキシム付加体、４－イソシアナ
トブチル（メタ）アクリレートのピラゾール付加体、４－イソシアナトブチル（メタ）ア
クリレートの３，５－ジメチルピラゾール付加体、４－イソシアナトブチル（メタ）アク
リレートの３－メチルピラゾール付加体、４－イソシアナトブチル（メタ）アクリレート
のε－カプロラクタム付加体。
【００３６】
　アクリルアミド類：（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ
－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル（メタ）アクリルアミド、メ
トキシメチル（メタ）アクリルアミド、エトキシメチル（メタ）アクリルアミド、ブトキ
シメチル（メタ）アクリルアミド、ダイアセトン（メタ）アクリルアミド。
【００３７】
　３－メタクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン、トリメトキシビニルシラン、
ビニルトリメトキシシラン。
　（メタ）アクリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウムクロライド、（メタ）アク
リロイルオキシプロピルトリメチルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリルアミドエ
チルトリメチルアンモニウムクロライド、（メタ）アクリルアミドプロピルトリメチルア
ンモニウムクロライド。
【００３８】
　ビニルエーテル類：２－クロロエチルビニルエーテル、２－ヒドロキシエチルビニルエ
ーテル、３－ヒドロキシプロピルビニルエーテル、２－ヒドロキシプロピルビニルエーテ
ル、２－ヒドロキシイソプロピルビニルエーテル、４－ヒドロキシブチルビニルエーテル
、４－ヒドロキシシクロヘキシルビニルエーテル、ヘキサメチレングリコールモノビニル
エーテル、１，４－シクロヘキサンジメタノールモノビニルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノビニルエーテル、トリエチレングリコールモノビニルエーテル、ジプロピレング
リコールモノビニルエーテル、グリシジルビニルエーテル、２－アミノエチルビニルエー
テル、３－アミノプロピルビニルエーテル、２－アミノブチルビニルエーテル、アリルビ
ニルエーテル。
【００３９】
　単量体（ａ３）としては、なかでも（メタ）アクリレート類、アクリルアミド類が好ま
しく、具体的には、２－イソシアナトエチル（メタ）アクリレートの３，５－ジメチルピ
ラゾール付加体、２－イソシアナトエチル（メタ）アクリレートの２－ブタノンオキシム
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付加体、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、Ｎ－メチロール（メタ）アクリル
アミド、グリシジル（メタ）アクリレート、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルメタク
リレート、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレートのポリカプロラクトンエステル（商品
名「プラクセル」のＦＡ、ＦＭシリーズ　ダイセル化学工業社製）が好ましい。
【００４０】
　単量体（ａ４）：
　単量体（ａ４）は、単量体（ａ１）、単量体（ａ２）および単量体（ａ３）を除く、他
の単量体である。
　単量体（ａ４）としては、（メタ）アクリレート類、不飽和カルボン酸エステル類など
が好ましい。（メタ）アクリレート類としては、炭素数１～２２のアルキル基を有するア
ルキル（メタ）アクリレートおよび単環または多環の炭素数５～１６のシクロアルキル基
を有するシクロアルキル（メタ）アクリレートが好ましい。不飽和カルボン酸エステル類
としては、炭素数１～１２のアルキル基を有する不飽和モノカルボン酸モノアルキルエス
テルや不飽和ジカルボン酸ジアルキルエステルが好ましい。それら以外の化合物を含め、
単量体（ａ４）としては、たとえば、下記の化合物が挙げられる。
【００４１】
　（メタ）アクリレート類：メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート
、プロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ
）アクリレート、ｉ－ブチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレー
ト、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリレート、ベ
ンジル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリ
レート、セチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、ベヘニル（メ
タ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンタニル（メタ）ア
クリレート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレート、側鎖にシロキサン結合のくり返
し構造を有する（メタ）アクリレート、ウレタン結合を有する（メタ）アクリレート。
　不飽和カルボン酸エステル類：クロトン酸アルキルエステル、マレイン酸ジエチル、マ
レイン酸ジプロピル、マレイン酸ジオクチル等のマレイン酸アルキルエステル、フマル酸
ジエチル、フマル酸ジプロピル等のフマル酸アルキルエステル、シトラコン酸アルキルエ
ステル、メサコン酸アルキルエステル、酢酸アリル。
　その他：Ｎ－ビニルカルバゾール、マレイミド、Ｎ－メチルマレイミド、ビニルピロリ
ドン、塩化ビニル。
【００４２】
　単量体単位の組み合わせとしては、撥水撥油性および洗濯耐久性の点から、単量体（ａ
１）：炭素数４～６のＲＦ基を有する（メタ）アクリレート単位、単量体（ａ２）：塩化
ビニリデン単位、および上述した好ましい態様の単量体（ａ３）単位の組み合わせが好ま
しい。
【００４３】
　単量体（ａ１）単位の割合は、撥水撥油性および洗濯耐久性の点から、共重合体（Ａ）
中の全ての単量体単位（１００質量％）のうち、６０～９５質量％であり、６５～８９．
９質量％が好ましく、７０～８４．５質量％が特に好ましい。
　単量体（ａ２）単位の割合は、撥水撥油性および洗濯耐久性の点から、共重合体（Ａ）
中の全ての単量体単位（１００質量％）のうち、５～４０質量％であり、１０～３４．９
質量％が好ましく、１５～２９．５質量％が特に好ましい。
【００４４】
　単量体（ａ３）単位の割合は、共重合体（Ａ）中の全ての単量体単位（１００質量％）
のうち、０～３５質量％が好ましく、透湿防水膜との密着性および洗濯耐久性の点から、
０．１～２５質量％がより好ましく、０．５～１５質量％が特に好ましい。
　単量体（ａ４）単位の割合は、共重合体（Ａ）中の全ての単量体単位（１００質量％）
のうち、０～３５質量％が好ましく、０～３０質量％がより好ましく、０～１５質量％が
特に好ましい。
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【００４５】
　共重合体（Ａ）の質量平均分子量（Ｍｗ）は、７万以上が好ましく、７．５万以上がよ
り好ましく、８万以上が特に好ましい。前記の範囲であれば、透湿防水膜等を形成するた
めのコーティング液を多孔質基材の裏面に塗布した際のコーティング液の表面側への浸透
を抑えられる。共重合体（Ａ）の質量平均分子量（Ｍｗ）は、造膜性、保存安定性の点か
ら、２０万以下が好ましく、１７万以下が特に好ましい。
　共重合体（Ａ）の数平均分子量（Ｍｎ）は、３．２万以上が好ましく、３．５万以上が
特に好ましい。共重合体（Ａ）の数平均分子量（Ｍｎ）は、１０万以下が好ましく、８万
以下が特に好ましい。
【００４６】
（共重合体（Ｂ））
　共重合体（Ｂ）は、単量体（ｂ１）に基づく単位および単量体（ｂ２）に基づく単位を
有する。
　共重合体（Ｂ）は、必要に応じて単量体（ｂ３）に基づく単位を有していてもよい。
【００４７】
　単量体（ｂ１）：
　単量体（ｂ１）は、ハロゲン化オレフィンである。
　単量体（ｂ１）単位を有することによって、皮膜の強度が向上し、また、基材や透湿防
水膜との密着性が向上する。
　ハロゲン化オレフィンとしては、塩素化オレフィンまたはフッ素化オレフィンが好まし
く、具体的には、塩化ビニル、塩化ビニリデン、テトラフルオロエチレン、フッ化ビニリ
デンが挙げられる。基材や透湿防水膜との密着性の点からは、塩化ビニルまたは塩化ビニ
リデンがより好ましく、塩化ビニルが特に好ましい。
【００４８】
　単量体（ｂ２）：
　単量体（ｂ２）は、Ｒｆ基を有さず、架橋しうる官能基を有する単量体である。
　単量体（ｂ２）単位を有することによって、透湿防水膜の剥離が抑えられる。また、物
品の洗濯耐久性がさらに向上する。
【００４９】
　架橋しうる官能基としては、単量体（ａ３）において例示した官能基が挙げられ、好ま
しい態様も同様である。
　単量体（ｂ２）としては、単量体（ａ３）において例示した化合物が挙げられ、好まし
い態様も同様である。
【００５０】
　単量体（ｂ３）：
　単量体（ｂ３）は、単量体（ｂ１）および単量体（ｂ２）を除く、他の単量体である。
　単量体（ｂ３）としては、上述した単量体（ａ１）や上述した単量体（ａ４）で例示し
た化合物が挙げられる。
　単量体（ｂ３）としては、単量体（ａ１）や単量体（ａ４）が好ましい。
　共重合体（Ｂ）としては、共重合体（Ａ）との相溶性の観点から、単量体（ｂ３）に基
づく単位を含有し、かつその単量体（ｂ３）の少なくとも一部は上述した単量体（ａ１）
である共重合体（Ｂ）が好ましい。
【００５１】
　単量体単位の組み合わせとしては、透湿防水膜の剥離が抑えられる点から、単量体（ｂ
１）として塩化ビニル単位または塩化ビニリデン単位、上述した好ましい態様の単量体（
ｂ２）単位、および単量体（ｂ３）単位の組み合わせが好ましい。
　単量体（ｂ１）単位の割合は、透湿防水膜の剥離が抑えられる点から、共重合体（Ｂ）
中の全ての単量体単位（１００質量％）のうち、５０～９５質量％であり、５５～９５質
量％がより好ましく、５５～９０質量％が特に好ましい。
　単量体（ｂ２）単位の割合は、透湿防水膜の剥離が抑えられる点から、共重合体（Ｂ）
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中の全ての単量体単位（１００質量％）のうち、５～５０質量％であり、５～４５質量％
が好ましく、５～２５質量％がより好ましく、１０～２０質量％が特に好ましい。
【００５２】
　単量体（ｂ３）単位の割合は、共重合体（Ｂ）中の全ての単量体単位（１００質量％）
のうち、０～４５質量％が好ましく、２～４０質量％がより好ましく、５～３５質量％が
特に好ましい。
【００５３】
　共重合体（Ｂ）の質量平均分子量（Ｍｗ）は、１万以上が好ましく、２万以上がより好
ましく、３万以上が特に好ましい。前記の範囲であれば、撥水撥油性および洗濯耐久性に
優れる。共重合体（Ｂ）の質量平均分子量（Ｍｗ）は、造膜性、保存安定性の点から、１
００万以下が好ましく、５０万以下が特に好ましい。
　共重合体（Ｂ）の数平均分子量（Ｍｎ）は、５千以上が好ましく、１万以上が特に好ま
しい。共重合体（Ｂ）の数平均分子量（Ｍｎ）は、３０万以下が好ましく、１５万以下が
特に好ましい。
【００５４】
（共重合体の製造方法）
　共重合体（Ａ）および共重合体（Ｂ）は、たとえば、重合開始剤の存在下、媒体中にて
上述の各単量体を含む単量体成分を重合して共重合体の溶液、分散液またはエマルション
を得る方法によって製造される。
　重合法としては、溶液重合法、分散重合法、乳化重合法、懸濁重合法等が挙げられ、乳
化重合が好ましい。また、前記重合法は、それぞれ一括重合であってもよく、多段重合で
あってもよい。
【００５５】
　共重合体（Ａ）および共重合体（Ｂ）の製造方法としては、界面活性剤および重合開始
剤の存在下、水性媒体中にて上述の各単量体を含む単量体成分を乳化重合して共重合体の
エマルションを得る方法が好ましい。
　共重合体の収率が向上する点から、乳化重合の前に、単量体、界面活性剤および水性媒
体からなる混合物を前乳化することが好ましい。たとえば、単量体、界面活性剤および水
性媒体からなる混合物を、超音波撹拌装置、ホモミキサーまたは高圧乳化機で混合分散す
る。
【００５６】
　重合開始剤：
　重合開始剤としては、熱重合開始剤、光重合開始剤、放射線重合開始剤、ラジカル重合
開始剤、イオン性重合開始剤等が挙げられ、水溶性または油溶性のラジカル重合開始剤が
好ましい。
　ラジカル重合開始剤としては、アゾ系重合開始剤、過酸化物系重合開始剤、レドックス
系開始剤等の汎用の開始剤が、重合温度に応じて用いられる。ラジカル重合開始剤として
は、アゾ系化合物が特に好ましく、水性媒体中で重合を行う場合、アゾ系化合物の塩がよ
り好ましい。重合温度は２０～１５０℃が好ましい。
　重合開始剤の添加量は、単量体成分の１００質量部に対して、０．１～５質量部が好ま
しく、０．１～３質量部がより好ましい。
【００５７】
　分子量調整剤：
　単量体成分の重合の際には、分子量調整剤を用いてもよい。分子量調整剤としては、芳
香族系化合物、メルカプトアルコール類またはメルカプタン類が好ましく、アルキルメル
カプタン類が特に好ましい。
　分子量調整剤の添加量は、共重合体のＭｗおよびＭｎが前記の範囲になるように適宜調
整すればよい。
【００５８】
　媒体：
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　媒体としては、後述する媒体（Ｃ）が挙げられ、水性媒体が好ましい。
　水性媒体としては、後述する水性媒体と同様のものが挙げられ、好ましい態様も同様で
ある。
【００５９】
　界面活性剤：
　界面活性剤としては、後述する界面活性剤（Ｄ）が挙げられ、好ましい態様も同様であ
る。
【００６０】
　単量体成分中の各単量体の割合は、単量体がほぼ１００％重合することから、前記共重
合体中の各単量体単位の割合と同様であり、好ましい態様も同様である。
【００６１】
　エマルションの固形分濃度は、共重合体の製造直後は、エマルション（１００質量％）
中、２０～４０質量％が好ましい。なお、該固形分濃度は、共重合体の他、界面活性剤も
含む濃度である。エマルションにおける共重合体の含有割合は、共重合体の製造直後は、
１８～４０質量％が好ましい。
　エマルションの固形分濃度は、加熱前のエマルションの質量と、１２０℃の対流式乾燥
機にて４時間乾燥した後の質量とから計算される。
【００６２】
（媒体（Ｃ））
　媒体（Ｃ）としては、水、アルコール（アルカノール、アルキレングリコール、ポリア
ルキレングリコールなど）、多価アルコールのモノアルキルエーテル、ハロゲン化合物、
炭化水素、ケトン、エステル、エーテル、窒素化合物、硫黄化合物、無機溶媒、有機酸等
が挙げられる。
　アルコールとしては、炭素数６以下のアルカノール、炭素数４以下の２価アルコール（
アルキレングリコールなど）、炭素数４以下の２価アルコールの多量体（ジアルキレング
リコールやトリアルキレングルコールなど）が好ましい。多価アルコールのモノアルキル
エーテルとしては、炭素数４以下のアルキレングリコールやその多量体であるポリアルキ
レングリコールの、アルキル基の炭素数が１～４であるモノアルキルエーテルが好ましい
。
　媒体（Ｃ）としては、溶解性、取扱いの容易さの点から、水性媒体が好ましい。
【００６３】
　水性媒体としては、水、または水溶性有機溶媒を含む水が挙げられる。
　水溶性有機溶媒としては、ｔｅｒｔ－ブタノール、３－メトキシメチルブタノール、プ
ロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリコールモノメチルエー
テル、トリプロピレングリコール等が挙げられ、ジプロピレングリコール、トリプロピレ
ングリコール、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルが好ましい。
　水性媒体が水溶性有機溶媒を含む場合、水溶性有機溶媒の含有量は、水の１００質量部
に対して、１～８０質量部が好ましく、１０～６０質量部がより好ましい。
【００６４】
（界面活性剤（Ｄ））
　界面活性剤（Ｄ）としては、炭化水素系界面活性剤またはフッ素系界面活性剤が挙げら
れ、それぞれ、アニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、
または両性界面活性剤が挙げられる。界面活性剤（Ｄ）としては、添加剤との相溶性の点
からは、ノニオン性界面活性剤と両性界面活性剤との併用が好ましく、密着性の点からは
、ノニオン性界面活性剤の単独使用、またはノニオン性界面活性剤とカチオン性界面活性
剤との併用が好ましい。ノニオン性界面活性剤とカチオン性界面活性剤との比（ノニオン
性界面活性剤／カチオン性界面活性剤）は、９７／３～４０／６０（質量比）が好ましい
。
【００６５】
　ノニオン性界面活性剤としては、特許文献１、２に記載された界面活性剤ｓ１～ｓ６か
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らなる群から選ばれる１種以上が好ましい。
　界面活性剤（Ｄ）がカチオン性界面活性剤を含む場合、該カチオン性界面活性剤として
は、特許文献１、２に記載された界面活性剤ｓ７が好ましい。
　界面活性剤（Ｄ）が両性界面活性剤を含む場合、該両性界面活性剤としては、特許文献
１、２に記載された界面活性剤ｓ８が好ましい。
　また、界面活性剤（Ｄ）として、特許文献１、２に記載された界面活性剤ｓ９（高分子
界面活性剤）を用いてもよい。
　界面活性剤（Ｄ）の好ましい態様は、特許文献１、２に記載された好ましい態様と同様
である。
【００６６】
（添加剤（Ｅ））
　添加剤（Ｅ）としては、浸透剤、消泡剤、吸水剤、帯電防止剤、制電性重合体、防皺剤
、風合い調整剤、造膜助剤、水溶性高分子（ポリアクリルアミド、ポリビニルアルコール
等）、熱硬化剤（メラミン樹脂、ウレタン樹脂、トリアジン環含有化合物、イソシアネー
ト系化合物等）、エポキシ硬化剤（イソフタル酸ジヒドラジド、アジピン酸ジヒドラジド
、セバチン酸ジヒドラジド、ドデカン二酸ジヒドラジド、１，６－ヘキサメチレンビス（
Ｎ，Ｎ－ジメチルセミカルバジド）、１，１，１’，１’－テトラメチル－４，４’－（
メチレン－ジ－パラ－フェニレン）ジセミカルバジド、スピログリコール等）、熱硬化触
媒、架橋触媒（有機酸類、塩化アンモニウム等）、合成樹脂、繊維安定剤、無機微粒子等
が挙げられる。
【００６７】
　また、本発明の撥水撥油剤組成物は、必要に応じて、共重合体（Ａ）および共重合体（
Ｂ）以外の、撥水性およびまたは撥油性を発現できる共重合体（たとえば、市販の撥水剤
、市販の撥油剤、市販の撥水撥油剤、市販のＳＲ剤等）、フッ素原子を有しない撥水性化
合物等を含んでいてもよい。フッ素原子を有しない撥水性化合物としては、パラフィン系
化合物、脂肪族アマイド系化合物、アルキルエチレン尿素化合物、シリコーン系化合物等
が挙げられる。
【００６８】
（撥水撥油剤組成物における各成分の割合）
　共重合体（Ａ）の割合は、共重合体（Ａ）および共重合体（Ｂ）の合計（１００質量％
）のうち、７０～９０質量％であり、７５～９０質量％が好ましく、８１～９０質量％が
特に好ましい。共重合体（Ａ）の割合が７０質量％以上であれば、撥水撥油性および洗濯
耐久性が良好であり、かつ透湿防水膜を形成するためのコーティング液の浸透が抑えられ
る。共重合体（Ａ）の割合が９０質量％以下であれば、透湿防水膜の剥離が抑えられる。
【００６９】
　共重合体（Ｂ）の割合は、共重合体（Ａ）および共重合体（Ｂ）の合計（１００質量％
）のうち、１０～３０質量％であり、１０～２５質量％が好ましく、１０～１９質量％が
特に好ましい。共重合体（Ｂ）の割合が１０質量％以上であれば、透湿防水膜の剥離が抑
えられる。共重合体（Ｂ）の割合が３０質量％以下であれば、撥水撥油性および洗濯耐久
性が良好であり、かつ透湿防水膜を形成するためのコーティング液の浸透が抑えられる。
【００７０】
　界面活性剤（Ｄ）の量は、共重合体（Ａ）および共重合体（Ｂ）の合計（１００質量部
）に対して、１～１０質量部が好ましく、１～９質量部がより好ましく、１～７質量部が
特に好ましい。
【００７１】
　本発明の撥水撥油剤組成物の固形分濃度は、基材の処理時は、撥水撥油剤組成物（１０
０質量％）中、０．２～５質量％が好ましい。
　撥水撥油剤組成物の固形分濃度は、加熱前の撥水撥油剤組成物の質量と、１２０℃の対
流式乾燥機にて４時間乾燥した後の質量とから計算される。
【００７２】
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（平均粒子径）
　本発明の撥水撥油剤組成物においては、共重合体が水性媒体中に粒子として分散してい
ることが好ましい。
　共重合体の平均粒子径は、１０～１０００ｎｍが好ましく、１０～３００ｎｍがより好
ましく、１０～２５０ｎｍが特に好ましい。平均粒子径が該範囲であれば、界面活性剤等
を多量に用いる必要がなく、撥水性が良好であり、染色された布帛を処理した場合に色落
ちが発生せず、水性媒体中で分散粒子が安定に存在できて沈降することがない。共重合体
の平均粒子径は、動的光散乱装置、電子顕微鏡等によって測定できる。
【００７３】
（作用効果）
　以上説明した本発明の撥水撥油剤組成物にあっては、単量体（ａ１）単位を６０～９５
質量％および単量体（ａ２）単位を５～４０質量％有する共重合体（Ａ）を特定の割合で
含むため、撥水撥油性および洗濯耐久性が良好であり、かつ透湿防水膜を形成するための
コーティング液の浸透が抑えられた多孔質基材を得ることができる。
【００７４】
　また、本発明の撥水撥油剤組成物にあっては、単量体（ｂ１）単位を５０～９５質量％
および単量体（ｂ２）単位を５～５０質量％有する共重合体（Ｂ）を特定の割合で含むた
め、透湿防水膜の剥離が抑えられた物品を得ることができる。
【００７５】
　また、本発明の撥水撥油剤組成物にあっては、共重合体（Ａ）および共重合体（Ｂ）が
炭素数７以上のＲＦ基を有する単量体単位を有しないため、環境への影響が指摘されてい
るペルフルオロオクタン酸（ＰＦＯＡ）やペルフルオロオクタンスルホン酸（ＰＦＯＳ）
およびその前駆体、類縁体の含有量（固形分濃度２０質量％とした場合の含有量）を国際
公開第２００９／０８１８２２号に記載の方法によるＬＣ－ＭＳ／ＭＳの分析値として検
出限界以下にすることができる。
【００７６】
（用途）
　本発明の撥水撥油剤組成物は、基材の表面の処理に用いることができる。また、ポリプ
ロピレン、ナイロン等と混合して成形、繊維化することによって撥水撥油性を付与する用
途にも有用である。
【００７７】
　処理される基材としては、繊維（天然繊維、合成繊維、混紡繊維等）、布帛（織物、編
物、不織布等）、各種繊維製品（衣料物品（スポーツウェア、コート、ブルゾン、作業用
衣料、ユニフォーム等）、かばん、産業資材等）、樹脂製品、紙、皮革、金属製品、石材
製品、コンクリート製品、石膏製品、ガラス製品等が挙げられる。
　基材としては、多孔質基材が好ましい。多孔質基材としては、布帛（織物、編物、不織
布等）、衣料物品などの多孔質繊維製品、多孔質樹脂シート、軽石、木材等が挙げられる
。特に布帛が好ましい。
　処理方法としては、たとえば、公知の塗工方法によって基材に撥水撥油剤組成物を含む
塗布液を塗布した後、乾燥する方法、または基材を、撥水撥油剤組成物を含む塗布液に浸
漬した後、乾燥する方法が挙げられる。
　本発明の撥水撥油剤組成物による処理の後に、さらに、帯電防止加工、柔軟加工、抗菌
加工、消臭加工、防水加工等を行ってもよい。
【００７８】
＜物品＞
　本発明は、一面に前記撥水撥油剤組成物によって処理された撥水撥油処理面を有し、一
方の面に透湿防水膜を有する多孔質基材、を有する物品である。たとえば、一方の面が撥
水撥油処理面であり、他方の撥水撥油処理されていない面に透湿防水膜を有する布帛やそ
の布帛を使用して得られた衣料物品などが挙げられる。また、布帛の両面が撥水撥油処理
面であり、一方の撥水撥油処理面の上に透湿防水膜を有する布帛やその布帛を使用して得
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られた衣料物品などであってもよい。
　透湿防水膜としては、微孔質ポリウレタン樹脂膜等が挙げられる。
【００７９】
　さらに、本発明はまた、前記撥水撥油剤組成物によって多孔質基材の少なくとも一面を
処理して撥水撥油処理面を形成し、次いで、前記多孔質基材の一方の面に、透湿防水膜の
材料を含むコーティング液を塗布して透湿防水膜を形成する、撥水撥油処理面と透湿防水
膜とを有する多孔質基材の製造方法、である。
　具体的には、例えば、多孔質基材の一面を撥水撥油処理し、次いで撥水撥油処理されて
いない面に透湿防水膜を形成する方法、多孔質基材の両面を撥水撥油処理し、次いで一方
の撥水撥油処理された面に透湿防水膜を形成する方法、などにより撥水撥油処理面と透湿
防水膜とを有する多孔質基材を製造する。
　多孔質基材としては布帛が好ましく、透湿防水膜としては微孔質ポリウレタン樹脂膜が
好ましい。
【００８０】
　コーティング液は、透湿防水膜の材料、溶媒等を含むものである。
　透湿防水膜の材料としては、ポリイソシアネート成分とポリオール成分とを反応させて
得られる従来公知のポリウレタン樹脂を採用できる。ポリイソシアネート成分としては、
芳香族ジイソシアネート、脂肪族ジイソシアネート、脂環族ジイソシアネート等が単独で
または混合して用いられる。具体的には、トリレン－２，４－ジイソシアネート、４，４
’－ジフェニルメタンジイソシアネート、１，６－ヘキサンジイソシアネート、１，４－
シクロヘキサンジイソシアネート等を主成分として用い、必要に応じて３官能以上のポリ
イソシアネートを用いてもよい。ポリオール成分としては、ポリエーテルポリオール、ポ
リエステルポリオール等が用いられる。ポリエーテルポリオールとしては、ポリエチレン
グリコール、ポリプロピレングリコール、ポリテトラエチレングリコール等が用いられる
。ポリエステルポリオールとしては、エチレングリコール、プロピレングリコール等のジ
オールと、アジピン酸、セバチン酸等の二塩基酸との反応生成物、またはカプロラクトン
等の開環重合物を用いることができ、勿論、オキシ酸モノマーまたはそのプレポリマーの
重合物も用いることができる。
【００８１】
　溶媒としては、極性有機溶媒が好ましく用いられ、たとえば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルム
アミド（ＤＭＦ）、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、ジメチルスルホキシド、Ｎ－メチル
ピロリドン、ヘキサメチレンホスホンアミド等が挙げられる。ポリウレタン樹脂溶液中に
助剤、たとえば、フッ素系撥水剤や架橋剤を添加してもよい。
【００８２】
　透湿防水膜は、たとえば、多孔質基材の一方の表面にコーティング液を塗布し、ついで
所定時間静置し、ついで所定時間水に浸漬して溶媒を除去し、ついで乾燥することによっ
て形成できる。コーティング方法としては、ナイフコーティング、ナイフオーバーロール
コーティング、リバースロールコーティング等の各種のコーティング方法を用いることが
できる。
【００８３】
　以上説明した本発明の多孔質基材の製造方法にあっては、撥水撥油性および洗濯耐久性
が良好であり、透湿防水膜等を形成するためのコーティング液の浸透が抑えられることで
意匠性に優れ、かつ透湿防水膜が剥離しにくく、しかも環境負荷が低い、撥水撥油処理面
と透湿防水膜とを有する多孔質基材が得られる。
【実施例】
【００８４】
　以下、実施例によって本発明を詳細に説明するが、本発明はこれらに限定されない。
　例１～１３は製造例であり、例１５、２２～２６、２８～３０、３２～３７は実施例で
あり、例１４、１６～２１、２７、３１は比較例である。
【００８５】
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＜共重合体の物性＞
　下記の回収方法にて回収された共重合体について、分子量の測定を行った。
（回収方法）
　エマルションの６ｇを、２－プロパノール（以下、ＩＰＡと記す。）の６０ｇに滴下し
、撹拌して固体を析出させた。３０００ｒｐｍで５分間遠心分離した後、得られた固体を
分離した。再度、ＩＰＡの１２ｇを加えてよく撹拌した。３０００ｒｐｍで５分間遠心分
離した後、得られた固体を上澄み液から分離し、３５℃で一晩真空乾燥して共重合体を得
た。
【００８６】
（分子量）
　回収した共重合体をフッ素系溶媒（旭硝子社製、ＡＫ－２２５）／ＴＨＦ＝６／４（体
積比）の混合溶媒に溶解させ、０．５質量％の溶液とし、０．２μｍのフィルタに通し、
分析サンプルとした。該サンプルについて、数平均分子量（Ｍｎ）および質量平均分子量
（Ｍｗ）を測定した。測定条件は下記のとおりである。
【００８７】
　装置：東ソー社製、ＨＬＣ－８２２０ＧＰＣ、
　カラム：Ｐｏｌｙｍｅｒ　ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ社製、ＭＩＸＥＤ－Ｃおよび１０
０Ａを直列でつなげたもの、
　測定温度：３７℃、
　注入量：５０μＬ、
　流出速度：１ｍＬ／分、
　標準試料：Ｐｏｌｙｍｅｒ　ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ社製、ＥａｓｉＣａｌ　ＰＳ－
２、
　溶離液：フッ素系溶媒（旭硝子社製、ＡＫ－２２５）／ＴＨＦ＝６／４（体積比）の混
合溶媒。
【００８８】
＜処理された布帛の評価＞
（撥水性）
　試験布について、ＪＩＳ　Ｌ　１０９２－１９９８のスプレー試験にしたがって撥水性
を評価した。撥水性は、１～５の５段階の等級で表した。点数が大きいほど撥水性が良好
であることを示す。３等級以上であるものを撥水性が発現しているものとみなす。等級に
＋（－）を記したものは、当該等級の標準的なものと比べてそれぞれの性質がわずかに良
い（悪い）ことを示す。
【００８９】
（洗濯耐久性）
　試験布について、ＪＩＳ　Ｌ　０２１７別表１０３の水洗い法にしたがって、洗濯を２
０回または５０回繰り返した。洗濯後、室温２５℃、湿度６０％の部屋で一晩風乾させた
後、前記撥水性を評価した。
【００９０】
（撥油性）
　試験布について、ＡＡＴＣＣ－ＴＭ１１８－１９６６の試験方法にしたがって撥油性を
評価した。撥油性は、表１に示す等級で表した。等級に＋（－）を記したものは、それぞ
れの性質がわずかに良い（悪い）ことを示す。
【００９１】
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【表１】

【００９２】
（洗濯耐久性）
　試験布について、ＪＩＳ　Ｌ　０２１７別表１０３の水洗い法にしたがって、洗濯を２
０回繰り返した。洗濯後、室温２５℃、湿度６０％の部屋で一晩風乾させた後、前記撥油
性を評価した。
【００９３】
（コーティング液の浸透）
　色差計（コニカミノルタ社製、ＣＲ３１０）を用い、透湿防水膜を形成する前に、透湿
防水膜が形成されない側の試験布の表面の明度を測定し、透湿防水膜を形成した後に、透
湿防水膜が形成されていない側の試験布の表面の明度を測定し、それらの差（ΔＬ）を求
めた。
【００９４】
（剥離強度）
　試験布の透湿防水膜に熱融着テープを熱プレスにて張りつけた。テンシロン万能試験機
（島津製作所社製、ＡＧＳ－Ｘ）を用いて２．５ｃｍのテープが剥がれる時にかかる力（
剥離強度）を測定した。測定を合計で３回行い、剥離強度の平均値を求めた。剥離強度が
大きいほど、コーティング液によって形成された透湿防水膜が剥がれにくいことを示す。
【００９５】
＜略号＞
（単量体）
　ＣｍＦＡ：Ｆ（ＣＦ２）ｍＣＨ２ＣＨ２ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨ２（ｍが６～１６の混合
物であり、ｍが８以上のものが９９質量％以上であり、ｍの平均値は９である。）、
　ＦＭＡ：Ｆ（ＣＦ２）６ＣＨ２ＣＨ２ＯＣ（Ｏ）Ｃ（ＣＨ３）＝ＣＨ２、
　ＶＣＭ：塩化ビニル、
　ＶＤＣ：塩化ビニリデン、
　ＳＴＡ：ステアリルアクリレート、
　ＢｅＡ：ベヘニルアクリレート、
　ＢＭＡ：ｎ－ブチルメタクリレート、
　ＭＭＡ：メチルメタクリレート、
　ＣＨＭＡ：シクロヘキシルメタクリレート、
　ＤＯＭ：ジオクチルマレエート、
　Ｄ－ＢＩ：２－イソシアナトエチルメタクリレートの３，５－ジメチルピラゾール付加
体、
　ＮＭＡＭ：Ｎ－メチロールアクリルアミド、
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　ＨＥＭＡ：２－ヒドロキシエチルメタクリレート、
　ＧＭＡ：グリシジルメタクリレート。
【００９６】
（界面活性剤（Ｄ））
　ＰＥＯ－２０：ポリオキシエチレンオレイルエーテル（エチレンオキシド約２６モル付
加物）（花王社製、エマルゲンＥ４３０）の１０質量％水溶液、
　ＰＥＯ－１３：ポリオキシエチレンオレイルエーテル（エチレンオキシド約１３モル付
加物）（花王社製、エマルゲンＥ４２０）の１０質量％水溶液、
　ＳＦＹ：２，４，７，９－テトラメチル－５－デシン－４，７－ジオールエチレンオキ
シド付加物（エチレンオキシド付加モル数３０）（日信化学工業社製、サーフィノール４
８５）の１０質量％水溶液、
　Ｐ２０４：エチレンオキシドプロピレンオキシド重合物（エチレンオキシド４０質量％
含有）（日油社製、プロノン２０４）の１０％水溶液、
　ＡＭ３１３０：ヤシ油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸ベタインの１０質量％
水溶液、
　ＡＭ３０１：ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタインの１０質量％水溶液、
　ＴＭＡＣ：トリメチルアンモニウムクロリド（ライオン社製、アーカード１８－６３）
の１０質量％水溶液。
【００９７】
（媒体（Ｃ））
　ＤＰＧ：ジプロピレングリコール、
　水：イオン交換水。
【００９８】
（分子量調整剤）
　ｎＤｏＳＨ：ｎ－ドデシルメルカプタン、
　ＳｔＳＨ：ステアリルメルカプタン。
【００９９】
（重合開始剤）
　ＶＡ０６１Ａ：２，２'－アゾビス［２－（２－イミダゾリン－２－イル）プロパン］
酢酸塩の１０質量％水溶液、
　Ｖ－５０：２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオンアミジン）・２塩酸塩の１０質
量％水溶液。
【０１００】
（添加剤）
　ＫＢ１０００：シリコーン系柔軟剤（明成化学工業社製、ハイソフターＫＢ１０００）
、
　ＤＰ９Ｃ：ブロックドイソシアネート（バクセンデン社製　Ｔｒｉｘｅｎｅ　ＤＰ９Ｃ
／２１４）、
　ＴＰ－１０：ブロックドイソシアネート（明成化学工業社製、メイカネートＴＰ－１０
）、
　Ｍ－３：メラミン樹脂（ＤＩＣ社製、ベッカミンＭ－３）、
　ＡＣＸ：架橋触媒（ＤＩＣ社製、アクセラレーターＡＣＸ）。
【０１０１】
＜共重合体の製造＞
（共重合体（Ａ））
〔例１〕
　ガラス製ビーカーに、ＦＭＡの２１８ｇ、ＨＥＭＡの３ｇ、ＰＥＯ－１３の１０９ｇ、
ＡＭ３１３０の９６ｇ、ＤＰＧの８２ｇ、水の２３９ｇ、ＳｔＳＨの０．３ｇを入れ、６
０℃で３０分間加温した後、ホモミキサー（日本精機製作所社製、バイオミキサー）を用
いて混合して混合液を得た。
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【０１０２】
　得られた混合液を、６０℃に保ちながら高圧乳化機（ＡＰＶラニエ社製、ミニラボ）を
用いて、４０ＭＰａで処理して乳化液を得た。得られた乳化液をステンレス鋼製反応器に
入れ、４０℃以下となるまで冷却した。Ｖ－５０の１．３ｇを加えて、気相を窒素置換し
た後、ＶＤＣの４９ｇを導入し、撹拌しながら６０℃で１５時間重合反応を行い、共重合
体（Ａ－１）のエマルションを得た。固形分は３６．１質量％であった。各原料の仕込み
量を表２に示す。各単量体単位の割合、分子量調整剤の添加量、分子量を表３に示す。
【０１０３】
【表２】

【０１０４】
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【表３】

【０１０５】
（共重合体（Ｂ））
〔例２～１３〕
　各原料の仕込み量を、表４に示す量に変更した以外は、例１と同様にして共重合体（Ｂ
－１）～（Ｂ－３）、（Ｂ’－４）～（Ｂ’－５）、（Ｂ－６）～（Ｂ－９）、（Ｂ’－
１０）～（Ｂ’－１２）のエマルションを得た。なお、ＶＣＭの添加のタイミングはＶＤ
Ｃと同じとした。各原料の仕込み量を表４に示す。各単量体単位の割合、分子量調整剤の
添加量を表５に示す。
【０１０６】
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【表４】

【０１０７】
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【表５】

【０１０８】
＜撥水撥油剤組成物の調製および布帛の処理＞
〔例１４～１７〕
　表６に示す共重合体（Ａ）のエマルションおよび共重合体（Ｂ）のエマルションを、表
６に示す質量比で混合し、ついで水で希釈し、固形分濃度を１．２質量％に調整した後、
表６に示す添加剤を、それぞれの濃度が表６に示す濃度となるように添加して撥水撥油剤
組成物を得た。
【０１０９】
　パディング法によって撥水撥油剤組成物に基布（ナイロン高密度タフタ）を浸漬した後
、ウェットピックアップが５２質量％となるように絞った。これを１１０℃で９０秒間、
１７０℃で６０秒間加熱し、２５℃、湿度６０％の部屋で一晩調整したものを試験布とし
た。
【０１１０】
　レザミンＣＵ－４７００（大日精化工業社製、ウレタンプレポリマー）の５０ｇ、コロ
ネートＨＬ（日本ポリウレタン工業社製）の０．５ｇ、セイカセブンＡＬＴ＃８０００（
大日精化工業社製）の１．０ｇ、ＤＭＦの２５ｇを混合し、コーティング液を得た。
【０１１１】
　アプリケータ（ＲＫ　Ｐｒｉｎｔ　Ｃｏａｔ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｌｔｄ．）を
用いて、乾燥後の厚さが４０μｍとなるように、コーティング速度：０．１ｍ／秒、コー
ティング液温度：３５℃の条件にて、試験布の裏面にコーティング液を塗布した。コーテ
ィング後の試験布を１分間静置した後、２０℃の水に２分間浸漬し、ついで４０℃の水に
２分間浸漬し、１２０℃で６０秒間乾燥したものを透湿防水膜付き試験布とした。該試験
布を評価した。結果を表６に示す。
【０１１２】
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【表６】

【０１１３】
　例１４～１７は、共重合体（Ａ）に共重合体（Ｂ）を加えることによる効果を示す例で
ある。例１４、１５の結果から、共重合体（Ａ）に本発明の範囲内の共重合体（Ｂ）を加
えると、透湿防水膜の剥離強度が高くなることがわかる。例１６、１７の結果から、共重
合体（Ａ）に、本発明の範囲外の共重合体（Ｂ’）を加えると、透湿防水膜の剥離強度が
低くなることがわかる。
【０１１４】
〔例１８～２６〕
　表７に示す共重合体（Ａ）のエマルションおよび共重合体（Ｂ）のエマルションを、表
７に示す質量比で混合し、ついで水で希釈し、固形分濃度を１．２質量％に調整した後、
表７に示す添加剤を、それぞれの濃度が表７に示す濃度となるように添加して撥水撥油剤
組成物を得た。
【０１１５】
　例１４～１７と同様にして、基布（ナイロン高密度タフタ）を撥水撥油剤組成物で処理
して、試験布を得た。
　例１８～２１は、例１４～１７と同様にして透湿防水膜付き試験布を得た。また、例２
２～２６は、コーティング後の試験布の静置時間を５分間に変更した以外は、例１４～１
７と同様にして、透湿防水膜付き試験布を得た。該試験布を評価した。結果を表７に示す
。
【０１１６】
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【表７】

【０１１７】
　例１８は、共重合体（Ａ）を単独で用いた例である。
　例１９～２１は、共重合体（Ａ）に公知の環境負荷が低い撥水撥油剤を加えた例である
。例１８～２１の結果から、共重合体（Ａ）に、公知の撥水撥油剤である共重合体（Ｂ’
－１０）～（Ｂ’－１２）を加えても、透湿防水膜の剥離強度が大きく改善されないこと
がわかる。
　例２２～２６は、共重合体（Ａ）に共重合体（Ｂ）を加えることによる効果を示す例で
ある。例２２～２６の結果から、共重合体（Ａ）に本発明の範囲内の共重合体（Ｂ）を加
えると、コーティング後の静置時間が長いことによる影響がみられ、コーティング液の浸
透が若干増えるものの、透湿防水膜の剥離強度が高くなることがわかる。
【０１１８】
〔例２７～３７〕
　表８～９に示す共重合体（Ａ）のエマルションおよび共重合体（Ｂ）のエマルションを
、表８～９に示す質量比で混合し、ついで水で希釈し、固形分濃度を１．２質量％に調整
した後、表８～９に示す添加剤を、それぞれの濃度が表８～９に示す濃度となるように添
加して撥水撥油剤組成物を得た。
【０１１９】
　例１４～１７と同様にして、基布（ナイロン高密度タフタ）を撥水撥油剤組成物で処理
して、試験布を得た。
　乾燥後の厚さを１０μｍに変更し、コーティング後の試験布の静置時間を５分間に変更
した以外は、例１４～１７と同様にして、透湿防水膜付き試験布を得た。該試験布を評価
した。結果を表８～９に示す。
【０１２０】
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【表８】

【０１２１】
【表９】

【０１２２】
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　例２７は、共重合体（Ａ）を単独で用いた例である。
　例２８～３７は、共重合体（Ａ）と共重合体（Ｂ）との質量比を変えた例である。例２
８～３７の結果から、共重合体（Ａ）の割合が７０～９０質量％、共重合体（Ｂ）の割合
が１０～３０質量％の範囲において、コーティング液の浸透の抑制と、透湿防水膜の剥離
強度とのバランスが良好であることがわかる。
【産業上の利用可能性】
【０１２３】
　本発明の撥水撥油剤組成物は、布帛（織物、編物、不織布等）、各種繊維製品（衣料物
品（スポーツウェア、コート、ブルゾン、作業用衣料、ユニフォーム等）、かばん、産業
資材等）等の撥水撥油剤として有用である。
　なお、２０１２年８月１日に出願された日本特許出願２０１２－１７１１３３号の明細
書、特許請求の範囲および要約書の全内容をここに引用し、本発明の明細書の開示として
、取り入れるものである。
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